第２学年〇組　道徳学習指導案
指　導　者　〇　〇　〇　〇

１　主　題　母の反撃　　Ｃ　家族愛、家庭生活の充実
　　出　典　明るい人生　２年（愛知県教育振興会）
２　本時の指導（本時１／１）
（１）　本時のねらい
ア　家族の中での自分の役割を自覚し、お互いに助け合い、明るい家庭を築いていこうとする気持ちを高める。
イ　人と人との関わりの中で生きていることを理解し、一番身近な存在である親への感謝の気持ちをもつ。
（２）　本時の評価の観点
　　　　【道徳的心情】　自分を育ててくれた親への感謝の気持ちに気付き、自分も家族の一員として家庭を支えていく存在であることを理解している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ワークシート）

　　　　【道徳的実践意欲・態度】　家族のために自分ができる役割は何かを考えることが
できる。　　　　　　　　　　　　　（ワークシート）
（３）　準備・資料　教師：明るい人生、ワークシート
生徒：明るい人生、筆記用具

（４）　指導過程

	段階
	学習活動　(●：学び合う活動)
	支援[支]　言語活動【言】　留意点（・）

	導入

５分
	１　親の役割は何かを発表する。
　　
	・　自分の親が家族のために果たしてく

れている役割を考え、発表させる。　

	
	　　
	

	展開

３５分


	２　教師の範読を聞き、話の内容を知る。　（１）いくつもの「当たり前」を背負って　　
いた母は何を考えていたか考え発表する。

（２）けがをした母へかける言葉が見つからずにいたときの「ぼく」の気持ちを考え発表する。

３　●家族の一員として自分にできる役割を考え、なぜその役割にしたかを発表し合う。



	・ 母のもつ「当たり前」への不満が分かる表現に着目させる。
　

	
	
	[支]　 なぜ言葉が見つからないのかを
考えるよう言葉がけする。

【言】　家族への感謝とともに自分の役
割を考え、発表するよう言葉がけをする。



	終末
１０分
	３●家族がしてくれている「当たり前」のことに対する自分の思いと、自分がこれから家族にしたいと思うことについて、ワークシートにまとめ、発表し合う。
	・　自分なりの考えを自分の言葉で発表すればよいことを伝える。


３　反　省

４　ご高評
家族の中での自分の役割について考えよう。





【評価】


家族の一員として自分にできる役割は何か考えることができたか。（ワークシート）


【ねらいにせまれない生徒への手だて】


　「自分が何をすれば家族は喜ぶと思うか」を考えさせ、その中で自分にできそうなものがないかを考えさせる。
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